第28回根研究集会プログラム

会場：秋吉台家族旅行村　研修室

	2008年5月9日（金）

	12：30
	～
	13：20
	受付

	口頭発表

	13：20
	～
	13：40
	心土に火砕流堆積物をもつ畑土壌のトレンチャーによる改良と火砕流堆積物中アパタイトリン酸の農業利用
*中丸康夫・斉藤鷹一・加藤木俊介・栗原祐一・佐藤和実・田渕博之・二谷慎亮・小松輝行

	13：40
	～
	14：00
	ロックウール養液栽培における根系分布の制御がトマトの生産性に与える影響
*中野明正・中野有加・佐々木英和・河崎靖・安場健一郎・川嶋浩樹・大森弘美・黒崎秀仁・鈴木克己・高市益行

	ポスター発表

	14：00
	～
	15：00
	ポスター紹介プレゼンテーション（各約5分）

	15：00
	～
	16：00
	ポスター展示

	16:00
	～
	18:30
	レクリエーション

	18：30
	～
	
	懇親会（バーベキュー，2次会）

	2008年5月10日（土）

	7：00
	～
	8：30
	食堂にて朝食

	8：30
	～
	9：00
	総会

	口頭発表

	9：00
	～
	9：20
	土壌水分に根系形態が反応する上でどのような遺伝子が機能しているのか
*出口　崇・Roel R. Suralta・中村真也・狩野麻奈・北野英己・山内　章・犬飼義明

	9：20
	～
	9：40
	トウモロコシｘテオシントの戻し交雑集団を用いた通気組織形成能を支配するQTLの検証
*間野吉郎・大森史恵

	9：40
	～
	10：00
	ジベレリン欠乏ストレスによるチャノキ不定根の構造変化
*谷本英一・Alexander Lux・本間知夫・松尾喜義

	10：00
	～
	10：20
	ダイズとセスバニアに発達する二次通気組織のガス拡散比較
*島村聡・山本亮・中村卓司・平賀勧・中山則和・島田信二・小松節子

	10：20
	～
	10：40
	土壌の物理性が根からの漏水速度に及ぼす影響
*荒木英樹・関谷信人・矢野勝也

	10：40
	～
	10：50
	休憩

	10：50
	～
	11：20
	招待講演：山口市名田島地区におけるコムギの枯れ熟れ様障害の発症機構の解析
*高橋　肇

	11：20
	～
	11：30
	事務連絡・解散．

	11：30
	～
	
	エクスカーション（希望者）


ポスター発表題目（9日に口頭でのポスター紹介があります）
	P1
	タバコアクアポリンの機能・発現と根の水透過性の制御
M. Mahdieh・堀江智明・*且原真木

	P2
	オオムギ根における水透過性測定のためのpressure chamber作製と測定法の確立
*金子智之・且原真木

	P3
	サツマイモ根系分布に基づく薄層緑化栽培における潅水方法の適正化
*足立文彦・柴原賢一郎・門脇正行・岩城一考

	P4
	イネの根の通導コンダクタンスにおよぼす水分環境の影響
*松尾直樹・小沢聖・望月俊宏

	P5
	大豆畑の耕起法と根の分布の関係（第1報）
*村上敏文・池永幸子・吉永悟志・天羽弘一・中嶋美幸

	P6
	Cd処理が茶樹に及ぼす影響
*本間知夫・水田義人・地下まゆみ・横田久里子・永淵 修・松尾喜義・Maria Greger・Miraslava Luxova・Alexander Lux

	P7
	養液ストレスを与えたイチジクにおける根呼吸活性と根中アミノ酸成分の変化
*喜多正幸・井上博道・梅宮善章・永田浩久・安川博之

	P8
	Effects of Tiadinil application on Striga hermonthica in maize field.
*S. Muranaka・ D.Chikoye and K. Itoh

	P9
	Development of Striga hermonthica control method using whole plant protection inducer "Probenazole"
*S. Muranaka,・D.Chikoye・ K. Itoh and M. Mitomi

	P10
	マンニトール処理がイネ種子根の組織の発達に与える影響　—組織の発達の定量的解析—
伊藤祐子・*唐原一郎・阿部 淳

	P11
	ダイズの耐倒伏性における品種特性の解析
*辻岡志保・白岩立彦・田中佑

	P12
	湛水条件におけるベニバナインゲン根表面(近傍)の酸素濃度測定1

*高橋三男・石黒修平・札之辻直也・仁木輝緒

	P13
	高根圏温度がトマト幼苗体の養水分吸収能におよぼす影響
*権藤浩司・荒木英樹


【連絡事項】

・ご宿泊の方は宿泊用具（タオル，歯ブラシ，洗面用具など）をお持ち下さい．

・秋吉台の散策等ができますので，希望者は運動靴などの準備をお願いします．

・帰りにJR新山口駅をご利用の方は，エクスカーションに参加されるかどうかにかかわらず新山口駅までお連れいたします．

・エクスカーションでは農家レストランにて昼食をとることも可能です．会場にて希望をとります．

【レクリエーション】

◆晴天時：秋吉台散策「龍護峰・お鉢山コース」

　秋吉台家族旅行村から歩いて龍護峰・お鉢山を登り，秋吉台の台山に広がる草原の景色と台山を取り巻く秋吉台周辺を眺めながら，人々の暮らしとともに守られてきた自然を体感していただきます．所要時間はおよそ２時間．ハイキングですが，高低差２００ｍくらいの山登りがあります．

◆雨天時：秋芳洞

　日本一の鍾乳洞「秋芳洞」見学を予定しています．

◆天候不問：うどん打ち

　バーベキュー会場にてうどん打ちを行います．いろいろな粉でうどんを打ってみましょう．できたうどんはバーベキューの時に食べてみましょう！

【エクスカーション】

　山口市名田島地区は，瀬戸内海に面した干拓地で，山口県でもっとも広く小麦栽培をしている場所です．近年，ここで小麦が登熟途中で急速に枯れ上がってしまい，粒重が低下して収量が低下してしまう「枯れ熟れ様登熟不良障害」が多発し，問題となっています．研究集会開催期間は，小麦の登熟期間の真っただ中にあり，ちょうど枯れ熟れ様登熟不良障害が発生し始める頃になります．エクスカーション当日，この障害を目にすることがないよう，祈るような気持ちで皆さんを現地にご案内します．

【連絡先】荒木英樹　山口大学農学部附属農場　083-933-5920
